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和
原
保
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福
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セ
ン

　

タ
ー
内
）
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労
働
保
険
は
、
労
働
者
災
害
補
償
保
険
（
通
称
・
労
災
保
険
）
と

雇
用
保
険
を
総
称
し
た
も
の
で
、
保
険
給
付
は
両
保
険
制
度
で
そ
れ

ぞ
れ
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
保
険
料
の
徴
収
に
つ
い
て
は
加
入
事

務
所
の
利
便
と
事
務
処
理
の
能
率
向
上
を
図
る
た
め
に
、
一
元
的
に

扱
う
こ
と
と
し
て
お
り
、
働
く
あ
な
た
と
家
族
を
守
る
た
め
の
制
度

で
す
。

　

労
働
者
を
一
人
で
も
雇
用
す
る

事
業
主
は
、
労
働
保
険
の
加
入
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
方
で
、

一
定
の
要
件
を
満
た
す
方
は
雇
用

保
険
の
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。 労災保険制度とはこんな制度です

　労働者が業務上の理由または通勤によって負傷したり、

病気に見舞われたり、あるいは不幸にも死亡された場合

に、被災労働者や遺族を保護するため必要な保険給付を

行うものです。

雇用保険制度とはこんな制度です
　労働者が失業した場合および労働者について雇用の継

続が困難となる理由が生じた場合に、労働者の生活およ

び雇用の安定を図るとともに、再就職を促進するため必

要な給付を行うものです。また、失業の予防、雇用構造

の改善など、労働者の福祉の増進を図るための事業も行っ

ています。

◆問い合わせ先
　茨城労働局
　労働保険徴収室
　☎029 - 224 - 6213

生涯学習課

講 座 名 定　　員
小学１年生～
中学３年生

開催日時
10月28日・11月18日・25日・12月９日・26日
１月20日
土曜日他　午前９時30分～ 11時30分他（全６回）

開催場所 谷和原公民館他

費　　用 教材費等

内　　容

異年齢の集団で体験活動を行い、自主性・協調性・忍耐力を高め、互いに助け合う
心・思いやる心を育てます。（内容：筑波山登山・おもしろ理科先生の実験・シャド
ウボックス・茨城新聞社プレスセンター見学・ビーズ工作など）　※後日、学校に
募集案内を配布した際にお申し込みください。なお、市外の学校に通学している方
は事前にお問い合わせください。

講 座 名 定　　員
11月22日現在２歳～就
園前の子とその保育者
15組

開催日時
11月22日・29日・12月６日・13日・20日
水曜日　午前10時～ 11時30分　（全５回）

開催場所 小絹コミュニティセンター

費　　用
ビーズ・おやつ等

2,000円

内　　容

子どもと過ごす時間をもっと楽しく豊かにしてみませんか。友だちの輪を広げて心
身ともにリフレッシュしましょう。

Ｎｏ 月　　日
講座内容

保　育　者 子　ど　も

① 　11月　22日 手遊び＆わらべ歌

② 　11月　29日 子育て座談会 リズム遊び

読み聞かせ

工作　　　等

③ 　12月　６日 ビーズアクセサリー作り

④ 　12月　13日 ストレッチ＆エアロビクス

⑤ 　12月　20日 親子でリトミック

①⑤は親子一緒、②③④は分かれての講座となります。
※諸事情により内容が変更になる場合があります。

講 座 名 定　　員
18歳以上の社会人

19人

開催日時
11月14日㈫～ 18日㈯
火～土曜日　午後１時～５時　（５日間）

開催場所 谷和原公民館

費　　用 テキスト代2,000円

内　　容

　パソコンがうまく使えないという方・これからパソコンを始めてみようという方
を対象に、マウスの使い方や文字の入力の仕方から分かりやすく学習します。イン
ターネットやワード・エクセルにも挑戦します。ワードを使って自分だけの素敵な
年賀状を作ってみませんか。

後期講座後期講座

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
は
、
通
常
初
冬
か
ら
春
先
に
み
ら
れ
ま
す
。

普
通
の
風
邪
と
ち
が
っ
て
全
身
症
状
が
強
く
、
肺
炎
や
脳
炎
、
心
筋
炎
な

ど
を
合
併
し
、
重
症
化
す
る
こ
と
が
多
い
の
が
特
徴
で
す
。
毎
冬
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
す
る
と
、
高
齢
者
や
慢
性
疾
患
患
者
の
死
亡
率
が
普

段
よ
り
高
く
な
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
高
齢
者
に
と
っ
て
は
と
て
も
怖
い

感
染
症
で
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
は
発
病
を
抑
え
る
以
外
に
、

症
状
を
軽
減
し
た
り
合
併
症
を
予
防
す
る
効
果
も
あ
り
ま
す
。

市
で
は
予
防
接
種
費
用
の
一
部
を
負
担
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

■
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
受

　

け
る
に
は

⑴
対
象
者

　

つ
く
ば
み
ら
い
市
内
に
住
民
登
録

　

し
て
あ
る
方
で

○
65
歳
以
上
（
接
種
日
現
在
）
で
希

　

望
さ
れ
る
方

○
60
〜
64
歳
で
、
身
体
障
害
者
手
帳

　

1
級
を
お
持
ち
の
方
、
心
臓
、
腎

　

臓
、
呼
吸
器
に
重
い
病
気
の
あ
る

　

方
又
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス

　

に
よ
る
免
疫
の
機
能
に
障
害
を
有

　

す
る
方

⑵
接
種
期
間

　

10
月
１
日
〜
平
成
19
年
１
月
31
日

　

ま
で

⑶
公
費
負
担
額

　

2
千
円
ま
で
（
１
回
の
み
）

※
生
活
保
護
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方

　

は
、全
額
公
費
負
担
と
な
り
ま
す
。

⑷
接
種
場
所

　

茨
城
県
広
域
予
防
接
種
協
力
医
療

　

機
関

※
予
防
接
種
を
受
け
る
際
は
、
必
ず

　

医
療
機
関
に
広
域
予
防
接
種
協
力

　

医
療
機
関
か
ど
う
か
確
認
し
て
く

　

だ
さ
い
。

　

広
域
予
防
接
種
協
力
医
療
機
関
で

　

な
い
医
療
機
関
で
接
種
を
希
望
さ

　

れ
る
方
は
、
事
前
に
健
康
増
進
課

　

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
（
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
な
く
接

　

種
を
受
け
た
場
合
は
、
全
額
自
己

　

負
担
に
な
り
ま
す
。）

※
茨
城
県
外
の
医
療
機
関
を
希
望
さ

　

れ
る
方
は
、
事
前
に
健
康
増
進
課

　

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
（
対
象
と
な
る
方
は
、
施
設
入
所

　

者
お
よ
び
病
院
入
院
者
の
み
と
な

　

り
ま
す
。）

⑸
持
ち
物

①
つ
く
ば
み
ら
い
市
イ
ン
フ
ル
エ
ン

　

ザ
予
防
接
種
予
診
票
・
イ
ン
フ
ル

　

エ
ン
ザ
予
防
接
種
券
（
予
診
票
の

　

裏
面
に
な
り
ま
す
）

②
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
済
証

③
個
人
負
担
免
除
券
（
生
活
保
護
受

　

給
さ
れ
て
い
る
方
の
み
）

※
対
象
者
に
は
郵
送
い
た
し
ま
す
。

④
健
康
保
険
証
（
年
齢
な
ど
の
確
認

　

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

　
　
　
　

⑹
注
意
事
項

○
旧
伊
奈
町
で
交
付
し
て
い
た
「
住

　

所
地
外
予
防
接
種
券
」
は
な
く
な

　

り
ま
し
た
。

○
旧
谷
和
原
村
で
行
っ
て
い
た
領
収

　

書
に
よ
る
負
担
金
交
付
は
な
く
な

　

り
ま
し
た
。

○
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
済
証

　

は
、
医
療
機
関
で
必
ず
記
入
し
て

　

も
ら
い
各
自
大
切
に
保
管
し
て
く

　

だ
さ
い
。




